
 

 

 平成 25 年３月 19 日 

 

各      位 

 

会 社 名 株 式 会 社  奥 村 組 
代 表 者 名 代表取締役社長 奥村 太加典 
（コード番号 １８３３ 東証・大証第１部） 

 

中期３ヵ年計画の策定に関するお知らせ 

 

当社は、平成 25 年 3月 19 日開催の取締役会において、『中期３ヵ年計画（平成 25～27 年度）』を策

定いたしましたのでお知らせいたします。 

 

平成 24 年度を最終年度とする「中期５ヵ年計画（平成 20～24 年度）」において、選別受注を貫くと

ともに合理化を含む構造改革に取り組んでまいりました結果、経営効率の改善などの成果はあったも

のの、建設投資の急減や建設コストの高騰など事業環境が計画当初の想定と比べ大きく悪化したため、

受注や収益を安定的に計上するには至りませんでした。 

 建設業界においては、社会インフラ・建築ストックの維持・更新ニーズの拡大や防災・減災等のた

めの公共投資増加などが期待されているものの、供給過剰構造、資機材価格のインフレ懸念および建

設技能労働者不足に解消の見通しが立たないことから、当面厳しい経営環境が続くことが予想されま

す。 

このような環境認識のもと、「中期５ヵ年計画（平成 20～24 年度）」における経営効率改善などの成

果をベースに、顧客対応力、技術力および価格競争力の強化を通じて安定的な収益を確保し、持続的

な発展の礎である経営基盤の強靭化を図ることを目指して、「収益力の更なる向上」、「顧客対応力の強

化」、「技術力および価格競争力の強化」、「健全な財務体質の維持」を施策の骨子とする『中期３ヵ年

計画（平成 25～27 年度）』を策定いたしました。 

 

 当社といたしましては、全役職員一丸となって本計画を推進してまいる所存でありますので、皆様

におかれましては、ご理解とご支援を賜りますようお願い申しあげます。 

 

以 上 

 

  

 

 

 

 

 

本資料に掲載されております計画、予測または見通しなど将来に関する事項は本書面の発表日現在における当

社の戦略、目標、前提または仮定に基づいており、実際の業績は、様々な要素により、記載の計画、予測または

見通しなどとは異なる結果となる可能性があります。 

【本件に関するお問合せ先】   

管理本部経理部長  田中 敦史 

社長室経営企画部長 町田 博紀 

（TEL : 06 – 6621 – 1101 ） 
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